
りよだ館書図

２０２５年１０月号 令和７年１０月１日

＜毛呂山町立図書館＞ 住所 毛呂山町岩井西４－１８－１

電話 ２９５－１０１５ / ＦＡＸ ２９４－８６２３

開館時間 火～金 ９：３０～１９：００ / 土日祝日９：３０～１７：３０

＜図 書 館ＵＲＬ＞ https://www.ik.licsre-saas.jp/moroyama/webopac/index.do

＜毛呂山町ＵＲＬ＞ http://www.town.moroyama.saitama.jp

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

ポッケ

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

四国巡礼 映画会

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
お筝
演奏会

振替休館 モルック

１９ポッケ ２０ ２１ ２２ ２３
２４古典
文学講座 ２５

古墳講座 星空観察天文講座

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
図書館

祭り
整理休館

日 月 火 水 木 金 土

１

ポッケ

２
３

文化の日 ４ ５ ６ ７ ８

流鏑馬祭 映画会

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

ポッケ

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
おはなし
会

２３勤労
感謝の日 ２４ ２５ ２６ ２７

２８古典
文学講座 ２９

３０振替休日振替休館 星空観察

日時 10月２６日（日）10：０0～1０：３0

場所 外の芝生のところ

（雨天・図書館１階おはなしコーナー）

内容 エプロンシアター

『わらってよ カバの歯医者さん』など

対象 3歳～小学生 大人の方もどうぞ！

日時 10月 1１日（土）14：00～15：１0

場所 図書館2階 視聴覚室

定員 先着50名 ／ 申込 不要

上映作品 『 すみっコぐらし

～とびだす絵本とひみつのコ 』

ある日、すみっコたちはお気に入りのお店の地下室で、古

くなった一冊のとびだす絵本をみつける。絵本を眺めている

と、突然しかけが動き出し…。

日時 10月４日（土）、１９日（日）

10：３０～11：00

場所 図書館1階 おはなしコーナー

内容 わらべうた、手あそび、絵本の読み聞かせ、

紙芝居など

読んで欲しい絵本を読みます！

対象 0～3歳くらい

日時 10月 1１日（土）10：00～1２：０５

場所 図書館２階 視聴覚室

定員 先着50名 ／ 申込 不要

上映作品 『 ザリガニの鳴くところ 』

１９６９年、ノースカロライナ州の湿地帯で、裕福な家庭

で育ち、将来を期待されていた青年の変死体が発見された。

容疑をかけられたのは、湿地帯でたったひとり育った無垢な

少女だった。

１８６号

…休館日
【１０月のカレンダー】 【１１月のカレンダー】

今月は…青空おはなし会です！

子ども映画会

おはなしポッケ

大人映画会

おはなし会 図書館祭り

１６～２２日（１７日は休館） 仏像展



※当日は大変混雑が予想されますので、お車以外でのご来館を

お願い申し上げます。

9：30～
☆１００円の募金をしていただ

いた方に、雑誌の付録を

差し上げています。

（付録はなくなり次第終了）

10：00～10：30

① 10：30～
② 11：30～
③ 13：30～

10：00～12：00

11：00～1１：30

9：30～1６：３0頃
☆本がなくなり次第終了

みなさまのお越しを心よりお待ちしています！

・会場は第１駐車場・館内です。雨天の場合は館内で開催します。

・資料の貸出・返却、自習室など、通常通りの利用もできます。

☆郷土紙芝居やかるたを

みんなで楽しみましょう

☆普段は入れない閉架などを館長が

ご案内します！各回先着５人

☆大型絵本

エプロンシアターなど

☆布にフェルトをはって

オリジナルきんちゃくを作ろう

参加費 ５０円 先着１５人

受付 １１：３０まで



演 奏 正派 唯理の会 大野 雅是眞
まさ し ま

場 所 図書館２階 視聴覚室

対 象 どなたでもどうぞ！ 時間になりましたらお越しください。

定 員 先着５０人

内 容 第１部 演奏『花筏』『若水』『神仙調舞曲』他

第２部 流し爪体験
なが づめ

※申込・

参加費不要です！

場 所 図書館２階 視聴覚室

対 象 どなたでもどうぞ！（第１回目です） 定 員 先着５０人

講 師 村木 功氏（毛呂山町民俗資料館 考古専門調査員）

内 容 町の東部に群在、６世紀から７世紀代に造られた多くの古墳。これまでの調査成果を

中心に毛呂山町の古墳群を紐解いていきます。（初心者向け講座です）

申 込 １０月４日（土）９：３０から受付（電話可）

場 所 図書館２階 視聴覚室

対 象 大人ならどなたでもどうぞ！ 定 員 先着５０人

講 師 内野 信子氏（元國學院大學講師）

内 容 千年の長きにわたり読み継がれてきた『源氏物語』は、今や多くの翻訳本が出版され、

日本人のみならず諸外国の人々の心をも惹きつけています。この講座では『源氏物語』

で描かれる光源氏と女君たちの世界を紐解きます。

持ち物 筆記用具

申 込 １０月１０日（金）９：３０から受付（電話可）

場 所 図書館２階 視聴覚室

対 象 どなたでもどうぞ！ 定 員 先着５０人

講 師 菊野 一三氏

内 容 喜寿を迎えた翁が、四国を一人遍路して1400ｋｍを巡る中で、見て・

聞いて・食し・感じた事を“よもやま話”として語ります。

☆☆☆ 申込受付中です（電話可） ☆☆☆



～季節の星座・月～

寄贈していただいた図書につきましては、当館で選書し、館内用とリサイクル用に分

けて利用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

春や夏・冬には「〇〇〇の冬」と特別な言い回しをすることは少ないですが、読書の秋、

食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋…と秋を表す言葉はたくさんあるように思います。

「読書の秋」は、8世紀頃、唐王朝の時代に活躍した詩人韓愈が、自著「符読書城南詩」
か ん ゆ ふ どくしょじょうなん し

のなかに記した「・・燈火稍可親 簡編可卷舒（秋の長雨が上がり、空が晴れ渡って涼しく

なった。ようやく夜の灯りに親しむことができる）」という詩が由来だといわれています。

この詩を夏目漱石が1908年に発表した小説『三四郎』のなかで引用したことで、秋は読

書をするイメージが一気に広まり、「読書の秋」という言葉が定着した、という説が有力です。

また、1947年、書店や図書館が中心となって、10月 27日から11月 7日にかけて「読

書週間」が開始されました。この読書週間が「読書の秋」のイメージをより定着させたとも

言われています。

最近は、読書する人としない人が分かれてきているようです。「読書の秋」、少し長めの本

をじっくり読むのはいかがでしょうか。

寄贈図書（９月分）

９月の寄贈図書は ２７４ 冊でした！

毛呂山町立図書館長 五十嵐 京
い が ら し みさと

場 所 図書館２階 視聴覚室

対 象 どなたでもどうぞ！ 定 員 先着５０人

講 師 利根川 滋彦氏（元高等学校講師）

内 容 彼らは星から来る光を望遠鏡という武器を使い、謎だらけだった宇宙のベールを少しずつ

剝がしてきました。今回は彼らの見た星空を実験を取り入れながらご紹介していきます。

申 込 １０月４日（土）９：３０から受付（電話可）

場 所 図書館 第１駐車場

対 象 どなたでもどうぞ！ 時間になりましたらお越しください。

講 師 小峯 泰二氏（元小学校教諭・毛呂山天文愛好会）

内 容 天体望遠鏡で星や月などを観察します。

※ 天候により、中止することがあります。

※ お車は第２駐車場をご利用ください。

今月の予定は…


